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文:喜多尾道冬（音楽評論家）

　現代 地球温暖化

難題 直面 。平均気温

1、2度上昇 北極

南極 氷 融 出 海水面 上

昇 、水没 島嶼 出

。安定的 推移 気候

極端 乾燥 降雨 引 起 、広

範囲 森林火災 発生 、洪水

襲 。 国 「経験

」猛烈 降雨

河川 氾濫 各地 多発

。

　農作物 水産物 。北海道

有力 米 、海 大

量 漁獲 見 海域 目当

魚影 消 、別 魚 姿

異変 起 。

国 地球温暖化 影響 南洋化、

熱帯化 気配 。

産業廃棄物

出 自然 浄化力 限度

超 。 先

。

　 、 上 「

・ 魅力」 関係

? 問 。 大

関係 。

　地球温暖化 原因 産業革命

結 。産業 家内手

工業 工場制手工業 、 工

場制機械工業 発展

、「 」 大量・均質・迅速 供給

担保 蒸気機関 利用

。蒸気 力 得 火

力 必要 。 化石燃料

大量使用 。 火力

発 熱 積 積 今日 地

球温暖化 。

　産業革命 ・

崩 導火線 、 大革命

枠組 爆破

。 貴族 僧侶 上

流階級 代 市民階級 政治

実権 握 事態 到

知 。

　新 市民理念 「自由・平等・友

愛」 謳 、芸術 呼応 。

、

、 古典派 音楽

土台 。高邁 市民理

念 打 立 後 登場

。彼

伍 大作曲家

志 、一足遅 時

代 移 変 、理念

大文字 「総論」 代 、市民

幸 実現

「各論」 応 時代 生

。

　彼 作曲活動

。 誕生 象徴的 彼

〈糸 紡 〉 作曲

1814年10月19日 特定

。

。歌 民謡

、宗教歌、 形

。実際

声楽曲 手 染

。

　 産業革命 発展

都市 工場 増 、農村 四

季 民謡

。代 新 都市

環境 歌 求

。 。

　 当時幅

拠点

宮廷楽長 、

・ 指揮者

・ 楽派

。

600曲 上 1500曲

、 ２００

曲 数 少 、 音

楽顧問 名 。

　 住

指呼 、 ・

楽派 大詩人 大 影響下

。歌 場合、詩 音楽

上 、 優劣争

。 威光 絶対 。当

然詩 優先 彼 音楽 詩 暗唱

補助 見 。

・ 楽派 無

理 、 意向

唯々諾々 。

　 遠 離

住 力関係

知 。内気 彼 友人

尻 叩 、〈魔王〉〈野

〉〈糸 紡 〉 、

詩 付曲 選

送 。

送 返

。 原因 。彼 知

理由 別 経路

知 。

　後 自作

伴奏 歌曲〈岩 上 羊飼

〉 献 歌手 ＝

〈魔王〉

面前 。

彼 「 」 顔

。彼 自作

付曲 聴 慣

。 彼 求

詩 暗唱 負担軽減 図

、 各詩節

繰 返 有節形式 望 。

　 上詩 韻律 正

ドイツ・リートの魅力とSDGs



求 。 詩

暗唱 軽減 。

詩自体 詩節 内容 変化

物語的 発展 。

韻律 物語

展開 重視 詩節

変 通作形式 選 多

。

　 〈魔王〉 8詩節

詩節

繰 替

歌 耳 耐

。 暗唱

韻律 、

通作形式 拒否反応 示

。

　 ＝

死後、

面前 〈魔王〉

、 「情景 眼 浮

」 嫌悪感 一転

称賛 。彼 遅 自分

詩 物語展開 彼 付曲 方

気 。

　 言 換 。有節形式

四季 変化 農村

共同体 円環的 反復 似合 。一

方、通作形式 産業革命 進展

円環 飛 出 未来 向

右肩上 直線 描 都市

膨張 軌 一 。

　 〈糸 紡

〉 変形有節形式 作

曲 。曲 『 』 挿

入歌 、 彼 子 宿

捨 、糸 紡 彼

面影 追 情景 映 。

糸 紡 糸車 音 模 、

回転 彼女 出口 思慕 空回

重 。 情景 心

理 二重描写 行 。 画期的

手法 ・ 誕生 瞬間 言

。

　 。

生 児 扱 殺

得 。嬰児殺 当時重罪

。 公開斬首 嬰児殺

女 眼 、女 相手

男 相応 責任

男 不問 付 疑問

抱 、 『 』 書

。

　 詩

〈野 〉 似 問題

。 郊外 馬車

乗 回 、可愛 娘 見

馬車 引

。 抵

抗 娘 。〈野 〉 男

子 野原

見

手軽 折 捨

。 抵抗 刺 。

男 子 。

心 傷 残 。 痛

近代意識 。男性

優位 社会 念 男

側 。

　当時 「自由・平等・友愛」 理念

高々 掲 。

差別 根 残 、200

年以上 現在 改善

。 幼児虐待

子殺 絶 暗

澹 。

　 ・ 問題

並 、今日喫緊 課題

環境汚染 問題 深

。 都市 新 市

民 娯楽 前述

。 盛 器 詩 田

舎 素朴 民謡

得 。 知識階級

高度 技巧 必要

詩 。 隙間 埋

中産階級 生 方 詩

必要 。 抒情詩 登

場 。

　都市 市民

囲 便利 環境 謳歌 。

大量消費社会 吐 出 煤煙

、人混 、不衛生 環境汚染 悩

。 心

痛 人々 対立 食 止

、両者 調和 理想 模索

。新 市民理念 裏 、

「自然 文明」 調和 芸術

目指 動 。
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　 詩 動 呼応 。

彼 知識階級 属 、

差別 敏感 、多

人々 不衛生 環境 、「隣

人 」 孤立 、精神

病 出 状況

眼 逸 。

　彼 都市 市民 自然 親

、 治癒力 人間 戻

手立 模索 。 自然

孤立 疎外 緩和 、人間同士 愛

育 力 見 。彼 「月

寄 」「湖上 」 詩 失恋

苦 悲 自然 奥深 治

癒力 癒 。「恋人 」

自然 通 恋人 深

結 。

　彼 抒情詩 現在

自然 愛 形

。都市 市民 彼

抒情詩 通 失 自然

、 疲弊 心 癒 、

前向 生活

。彼 抒情詩

自然 都市 調和 目指

。

　 付曲 〈月 寄

〉〈湖上 〉〈恋人 〉

両者 調和 理想 呼応 。

彼 詩 多 付曲

。 他 抒情詩

付曲 少 。〈夕映

〉〈緑 〉〈戸外 〉〈岩

上 羊飼 〉、星 数々

自然 美 親和

。

　 〈夕映

〉 耳 、 美

音楽 心 奪

、

。

夕方 郊

外 散歩 沈 夕陽

眺 。〈夕映 〉 自然

彼 日々 齣 隈

。

　彼 曲

、 作曲家 増 美

。 自然 都市 虹

弧 、両者 理想 調和

生 出 切 願 生

。

　 時代

自然 都市 調和 夢見 余地

残 。

、

晩年 出遭 抒情詩人

、産業社会 進展 思 以上

急激 調和 疑念 抱

。 両者 分裂 鋭 見

、 対立 「世界苦」 感

到 。

調和 理想 一転 彼

詩 〈影法師〉〈都市〉〈彼女

肖像〉 行 詰 凝視

得 。

　 空元

気 近 楽天性 調和 描 出 、

歌曲 守護詩人

、晩年 悲観的 、

大学 教授 都

会 喧騒 汚染 嫌 、職 辞

空気 澄 田舎 引 。

彼 詩 付曲 〈 世

忘 去 〉 諦 心境

。

　 仲間 。彼 都会

喧騒 汚染 嫌 、

以前 草深 里山 憧 、

還 行 。 彼

素朴 民謡 近 。

。

　都市 自然 離反 決定的

世紀末 。 逆

説的 自然 疑似的 都市

。

生 様式 。

人工的 合理的 直線 組

合 都市 表面 唐草

水草 自然

模様 飾 、都市 住民 安

感 手法 。

　 美術上 運動 、

、Ｒ.

様式 自分 音楽 流用

。 〈園芸師〉〈

・ 寄 〉〈 歌〉

、 Ｒ. 〈

〉〈明日 ！〉〈



夢〉 様式 。

　 様式

《 歌曲集》 作曲

、一方 自然 離反 心

引 裂 思 、

彼 古里 思 『少年

角笛』 民謡 世界 還

。〈緑 野 歩

〉〈 伝説〉〈 歌

〉 失 牧歌

憧 念 聴 。

　19世紀 ・ 歴史 、

人間 自然 引 裂 、都市

孤立 、

小 胸 両者

調和 試行錯誤

連続 。現代風 言 換

、 形 借 心

、 SDGs 試 近 。

　 当時 現代 自然

破壊 環境汚染 迫 危機

意識 。 自然 人間

離反 進行 、

心 問題

受 、融和策 試

。

　現代 地球温暖化 環境汚染

個人 意識 心

、

田舎 隠遁 消極的 手立

自然 人間 共存 図

事態 立 到 。焼石

水 、SDGs 心掛

破滅 向 現状

歯止 期待 努力

、 ・ 試 重

思 。

　11月17日 水戸芸術館 公演

「内田光子＆ ・ 」

現代 通

SDGs 感 。

　

時期 暮 、

「自由・平等・友愛」 市民理念

生 。 都市 汚染

眼 行 、彼 清

自然 悠然 憩 、

讃歌 終始 。今日 眼

理想 絵 描 餅 見

。 純 自然 望

。 連作歌曲集

《 恋人 》 純 愛 自然

澄 空気 美 親和 合

想 願 。

　一方 《白鳥 歌》

「世界苦」 凝視 。現在

自然 理想

現実 。当日

問題 目指

、

自然 人間 関係 見直

。
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内田光子＆マーク・パドモア
2022.11.17（木）19：00
全席指定 A席¥12,000、B席¥10,000

●プログラム
ベートーヴェン：
　希望に寄せて（第2作）作品94
　あきらめ WoO 149
　星空の下の夕べの歌 WoO150
　遥かなる恋人に 作品98
シューベルト：
　歌曲集《白鳥の歌》D957、D965a

■公演情報



―いよいよリサイタルが近づいてき

ましたね。

　今 行

、室内楽 入 形

初

。昨年、関根 「室内楽 入

」 話

時 、

思 、 考 。前半

2曲 弾 。練

木 素晴 、彼

組 安心 。

一緒 。後半

第1番 弦楽六重奏

曲 、素晴 、

全員水戸室内管弦楽団 関

人 集

。 、彼 20代 頃

付 合 。1980年代 一緒

日本

。最近、彼 会 11月

話 。中村

静香 ・ ・

、水戸室内管弦楽団、桐五重奏

団 30年来 仲間 。上村

、僕

・

時 、 国際 ・

受 （1979年）、 1

位 、僕 家 祝

、 付 合 。山

本 長 。一緒 ・

・ 弾 、室

内楽 。淳君（村上淳一郎

） 彼 中学2年 時、僕 友

人 教 欲 連

。 時 頭 坊

可愛 。 今

1m90cm 長身 。

―村上さんは、水戸室内管弦楽団の

フィレンツェ公演の時（2008年）に

ちょうど向こうにいらして、ヴィオラの

有望株とのことで私たちもお話を

伺ったりしました。

　 頃 活躍 。

・

優勝 、 後 放送

交響楽団 奏者 。

奏者

相当

。昨年秋 N響 首席

。彼

教 、大学3年 転

向 。

―店村さんもヴァイオリンからヴィ

オラに転向なさっていますが、どのよ

うなきっかけがあったのでしょうか。

　 一度 一 勉強

上 行 感

時 、楽器 変 勉強

方 思 、

転向 。22歳 頃 、齋藤秀雄

先生 「 弾 」 言

、反発 「 楽器、大嫌

」 言 返 、結局

。人生

。 覆

1972年 弦楽

四重奏団 初来日 時。東京文化

会館 演奏会 聴 行 、

、 素晴

。 音

。音 通 方、響 方 全然

違 、 素晴

楽器 。 奏者 ・

先生。 僕

転向 考 時、 先

生 教 頭

。 偶然 、当

時、僕 妹 原

智恵子先生 習 、探

欲 頼 、 先生

原先生 親友

、 話 。

転向 決 1週間後

、今 信

。

―ファルッリ先生のレッスンで、特に

印象に残っていることはありますか。

　僕 的 言

、 教

思 。 先生 、

音色 、

納得 、彼 18 0

190cm 大男 、彼 小指 僕

人差 指 大 、中指 僕

6

秋の深まりと、ヴィオラの音と、ブラームスの室内楽と
店村眞積（ヴィオラ）インタビュー 聞き手：関根哲也

©MeisterMusic,米田泰久



親指 太 。 人

柔 弾 言 、僕

条件 違 。 、僕

小 楽器 使 。

、根本的 音 集中 作

違 。

先生

。 、僕

、年 年中楽器 持

、1日 10時間、11時間 練習

。先生 、少

休 家 招待 、

。

優 先生 。

時、自分 演奏会 近

練習 言 上 練習部屋

行 、僕

見 。3時間、伴奏 刻

。 弦楽四重奏団 暗譜 演

奏会 、60曲 全

頭 入 。 、楽譜 見

伴奏 刻 練習

。 忍耐力、見

。僕 、先生

、 生 様 見 親

父 存在 。 弦

楽四重奏団 本当 素晴

、 少 使 楽器

、 思

。楽器 傷 、普通 演

奏家 真 青

状況 、 気 人

。

―店村さんは、楽器にどのようなこだ

わりをお持ちでいらっしゃいますか。

　弦楽器 音色 思 。

作 音 、「声 聞

音」 。特

場合 身体 豊 響

音 欲 。 、楽

器選 重要 考 。僕

使 楽器 ・

1723年 製作

、 30年 弾 。

1911年 解体 履歴

、体格 小 人 弾

、 小 改造

。 日本 人

製作家 一度楽器

、 戻

。 腕 持 職人

。修理 完了 、初 弾 時

。僕 一番欲

音 出 。写真

写 楽器 、

楽器 。 浮気

（笑）、楽器 変

。弓 、

人 、毛替

自分 。例 〈 ・

〉 時 、 毛 、

分量 、 自分

。 馬

毛 取 、 手 入

、縮毛 、枝毛

、1本 選 、1本 捨

。普通 使 毛

、3分 1 捨 。

、張 時 。

絶対 音 出 。 自

分 音、自分 声

。 単 出 音 済

、音楽自体聴 。

―室内楽でヴィオラはどんな役割を

担っていますか。

　 語 言 alto。

声 同 。中間 一番沈

。 、高音域 低音域 両方

支 。 魅力

音 。

一番上 E線 全然

関係 、2番目 A線 僕 1

番上 線。 中

音域 高音域 、

一緒 同 音 弾 時

、 方 acuto（高声音）

。逆 、 中音域

高音域 、 方

低 厚 響 。 感 、

音 共有

音域 作 駄目

。上 下

自由 弾 言 、

真 中 独特 音色 締

。 、 面

白 。今度

、 音 、

役割 注目

嬉 。

9月27日

協力：KAJIMOTO

7

店村眞積 ヴィオラ・リサイタル
2022.11.12（土）16：00
全席指定 一般¥5,500、
U-25（25歳以下）¥1,800

●共演
練木繁夫（ピアノ）、フェデリコ・アゴスティーニ
（ヴァイオリン）、中村静香（ヴァイオリン）、村上
淳一郎（ヴィオラ）、上村昇（チェロ）、山本裕康
（チェロ）

●曲目
《オール・ブラームス・プログラム》
ヴィオラ・ソナタ 第1番 ヘ短調 作品120の1
ヴィオラ・ソナタ 第2番 変ホ長調 作品120の2
弦楽六重奏曲 第1番 変ロ長調 作品18

■公演情報

©Akira Muto©大窪道治



　フランス・オルガン界の巨匠であ

り、ヴェルサイユ宮殿王室礼拝堂の

首席オルガニストとしても長年活躍

されているミシェル・ブヴァールさん

にインタビューさせていただきまし

た。ブヴァールさんをお迎えするの

は、2014年のリサイタル以来、8年ぶ

り。いま改めて考える音楽の意義、生

誕200年を迎えるセザール・フラン

クについてなど、貴重なお話を伺い

ました。

―このたび久しぶりにブヴァールさ

んと康子夫人をお迎えできますことを

嬉しく思います。私たちはこの数年、

世界的規模のパンデミックを経験し、

数々のコンサートを中止せざるをえな

い状況におかれました。そうした時期

を経て、人間にとっての音楽の意味を

どうお考えでいらっしゃいますか。 

　音楽家 切 切 離

、 質問

。人間 音楽 芸

術 、特 困難 生活 余儀

時 、本当

存在 思 ！音楽 苦悩

自 引 剝 助 、内面

苦 忘

。 感情 揺 、自 本

質 立 返 …。

音楽 、感極 涙

。 涙 流

、気分 良 思

！音楽 、痛 相対化 、再 前

向 助

思 。

―生誕200年を迎えるセザール・フ

ランクは、オルガン音楽史において

どんな位置づけにあるのでしょうか。

またオルガン音楽に革新をもたらし

た、フランクと同時代のフランスのオ

ルガン製作者、カヴァイエ＝コルと

の関係についてもあらためて教えて

ください。

　 ＝ ・

、1822年

生 。

国境 近 、主 語 話

地域 。若 ＝

、 音楽 影

響 受 。例 彼 音楽

修行 、明

、 、

美的感覚 反映

。 J.S. 、

移住先

影響 受 。

1859年、 ＝ 教会 正

就任 。

当時 音楽界

一人 天才、 製作者

・ ＝

（1811～1899） 作 、傑作 呼

。 楽

器 触発 、 助言

得 、 1864年 6

小品 書 。 非常 優

作品集 、

音楽 水準 高 、大 恩恵

。今回 、 中

最 有名 〈前奏曲、 変奏

曲〉 演奏 。

　1878年 、 ＝

万博 会場 宮

殿 、大規模 製

作 。今度 楽器 出会

機 、 3 小品 作

曲 。
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セザール・フランク前後のオルガン音楽の魅惑
ミシェル・ブヴァール インタビュー 聞き手：高巣真樹



　 晩年 、再

鳴 楽器 創作意

欲 燃 、 〈3

〉 宝物 音楽 世界

。各曲

大規模 画 。

並置 、

重 合 、 作品

肩 並 高度 芸術性 有

。 曲 中

演劇 、多数 「脇役」的

登場 。

存在 、作品 統一感

保 度々登場 。今回私

演奏 〈  第3番〉。一

聴 輝 、詩的 、

音楽 。1890年9月 作曲

最後 作品 、彼

数週間後 天 召 。

―今回は、ドイツとフランスの音楽

を織りまぜたプログラムをご提案くだ

さいましたね。そして祖父ジャン・ブ

ヴァールさんの作品も演奏していた

だきます。

　今年 生誕200年

、 曲

。

以前／以後 書

音楽 取 上 方 、

興味深 思

。 、作曲家

、

影響 受 。

後世 活躍 作曲

家 、 大

影響 受 。

　私 宮殿

王宮礼拝堂

務 、

・ 〈

・ 〉 演奏

会 開始 嬉 思 。

偉大 14世時代 ・

想起 曲 。 妻

康子 編曲 ３手 連弾 、

・ 2 〈

〉 届 。原曲 2

書 。

J.S. 作品 「必須」 、

今回選 、私 恩師、

・ 素晴 編曲

〈4台

協奏曲〉、 〈G線上

〉 。 〈管楽

器 〉（

編曲版） 演奏 。

自身 ４手

編曲版 基 。

　後半 再 音楽 戻

。 、 作曲

家・ 活躍 私

祖父、 ・ （1905～

1996） 2 演奏

。 古来

、彼 、

地方 親 様々

作曲 使 好

。 、 1934年

作曲 傑作〈主 降誕〉 最後 曲

〈神 〉 演奏 。

―最後に、お客様にメッセージをお

願いいたします。

　2014年 初 水戸芸術館

音楽会 、今 大切 思

出 、今回再 水戸 伺

嬉 思 。

後8年 、世界 随分 変

。 私 妻・康子 連弾

楽 。初来日 40年

以上 、家族 会 、

来日 。今回 ・

中心 、魅力的

。 音楽 愛 多 方々

越 、一緒 「音楽 共有

」 過

。私 心 日本 大好

、皆 演奏 本

当 光栄 、嬉 思 ！

2022年9月6日

協力：日本
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ミシェル・ブヴァール
オルガン・リサイタル
2022.11.13（日）19:00
全席指定 A席￥4,000 、B席￥3,500
U-25（25歳以下）￥1,500

●共演
宇山＝ブヴァール康子（ゲスト）

●プログラム
マルシャン：グラン・ディアローグ
J.S.バッハ： 
　4台のチェンバロのための協奏曲 イ短調 

BWV1065（☆）
モーツァルト：
　ディヴェルティメント 変ロ長調 K.240（☆）
フランク：前奏曲、フーガと変奏曲
ジャン・ブヴァール：
　バスク地方のノエルによる変奏曲
メシアン：主の降誕 より IX. 神はわれらのうちに
 ほか
☆：連弾曲

■公演情報

ヴェルサイユ宮殿王室礼拝堂で演奏するブヴァール氏

宇山＝ブヴァール康子



　水戸出身 作曲家・池辺晋一郎

企画・ 贈 毎年恒

例 「 ・ ・

」。 禍 少 以前 生活

戻 今、世界 平和 希求

声 満 。今年

平和 願 祈 込

曲 交 、1年 締

満 足 時 届 。

彼方に届け、はじける歌声
　「

・ 聴 ！」 皆様、

待 。今年 「

・ ・ 」3年

合唱、NHK水戸児童合唱団

幕開 。2005年 創設

以来、 出場 地域

出演 重 、地元

皆様 親 NHK水戸児

童合唱団。 禍 試行錯誤

練習 、昨年5月 当館 開催

定期演奏会 、元気 希望 与

披露 。今回 〈

〉〈

〉 馴染 ・

、遠 地 想 馳

歌 。

　〈鐘 〉 、 作

曲家 ・ （1877～

1921） 、故郷 民謡〈

〉（豊 夜） 編曲 合唱

曲。後 英語詞 、〈Carol of 

the bell〉 名 世界中 広

。 舞台 映画

「 」 、映画

耳 曲

民謡 意外 思

方 多 。

最後 、日本 唱歌〈故郷〉

語版 届 。歌詞 訳

、 民族楽器

奏者 ・

。2013年 「 ・ ・

」 出演 日本在住

演奏家 。「日本 架

橋 」 語

語 歌詞 、子

平和 想 届 。

琴線に触れる深き音色

　第2 昨年 15周

年 迎 、持 前 歌心 深 音色

磨 人気 ・

新倉瞳 登場 。

現代音楽 幅広

誇 、2020年度 登竜

門 齋藤秀雄 基金

賞 受賞 注目 集 。

、室内楽奏者 、演奏

家用 手掛

多才 新倉 近年活動

軸 1 、

。

　 、東欧 人楽

師 奏 伝承音楽 総称。

単語自体 語 「  kley」

（器）、「  zmer」（歌） 由来 、中

東欧 住 人 間 楽師

指 言葉 17世紀 使 始

。現在 音楽

指 20世紀

入 比較的新 、1970年代

、昔 演奏

研究 進 。

楽師 間 受 継 伝

承音楽 楽譜 存在

、哀愁 帯 琴線 触

旋律 快活 同居 独特

曲調 人気 呼 、世界中

結成

（人気 一因

「屋根 上 弾 」 、偶

然 暮 人 物

語）。新倉 留学先 同

級生 所属 演

奏 聴 魅了 、現在

拠点 置

、 ・ （C h e i b e  

Balagan） 活動

。 伝承音楽 、

一見 遠 存在 感

作曲家・演奏家

持 人物 多 事

実（ 生

、 ・

CD 出 ）。

（特 弦楽器） 通

底 音楽 。

　今回新倉 ＝

〈白鳥〉 〈 ・

〉第3楽章 名曲 加

、無伴奏 演奏 披露

。共演 第4

「東京六人組」 出演

三浦友理枝 。 共

演 初 2人 生 出 化学

反応 乞 期待！

聖夜に響くメゾ＆テノール
　声楽 、近年

活躍目覚 2人 歌手

迎 。 ・ 小林

由佳 茨城県桜川市（旧・岩瀬
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聖夜に贈る、満ち足りたひと時
クリスマス・プレゼント・コンサート2022

文：鴻巣俊博

©Yoshinobu Fukaya
新倉瞳



町）出身 水戸第三高等学校 卒

業。「茨城 名手・名歌手 」 第3回

（1992年）、第8回（1997年）

合格 演奏会 出演、「水戸

街 響 ！300人 《第九》」

1999、2000、03、04年

出演 、水戸芸術館

縁 深 歌手 。今

全国各地引 張 小林

、実 18年 水戸芸術館

舞台 登場 。

　大槻孝志 「Il DEVU（ ・

）」 馴染

。2016年 「 昼

」 記憶 方

思 。突 抜

輝 高音 、 全体 温

包 込 中音域 素晴

、 声 聴 心奪

。小林 大槻 過去

開

、 息 合 二重唱

期待 高 。

新国立劇場 数々

現場 携 、歌手 呼吸 熟

知 木下志寿子 共

、三位一体 演奏 繰 広

。

　 〈 ・ 〉

〈 ・ 〉、 今年生

誕200年 〈天使 糧〉 、聖

母 神、天使 捧 曲 中心 構成

、1曲目 聖

俗 交錯 《

》“私 心 声 花開 ”

選曲 妙。 多

・ 歌

、今回 忠実 、

役 加 二重唱

演奏 。最後 、欧米 劇場

欠 定

番演目《 》 心穏

二重唱。 役

・ 役

歌 、今回 ・

。 響

、興味 尽 。

名手6人が魅せる
多彩な音色のパレット

　今年 「 ・ ・

」 締 、今大注目

管楽 東京六人組

。 活躍

上野由恵 、 福川

伸陽 、 三浦友理枝 、

東京交響楽団 首席 務

荒絵理子

福士 子 、読売日本交響楽

団首席 奏者 金子平

、腕利 同世代 6人

集 2015年

結成 。気

名 由来、「六人組」 聞 「

六人組」 思 浮 方 正解

。東京 活動 六人 集

、20世紀前半

活躍 「 六人組」（ 、

、 、 、

、 ）

命名 。 、東京駅

改札口 終電間際 決

。 軽 、高

演奏水準

魅力 1 。

　彼 演奏 魅力 何 言

音色 多彩 。 同士

除 、

違 原理 音 出 管楽器 加

、東京六人組 入

音色、音量、表現 幅 広

。 編成 名手 集

、 同世代 自由闊達

成 鬼 金

棒。実際彼 CD 「 芸術」

誌 特選盤 選 、各地

大喝采 浴 、管楽器業界

異例 注目 集 。

　 東京六人組 最初 届

名刺代 1曲、

作曲家 〈

〉。 編成 木管五重奏＋

貴重 。続

〈亡 王女

〉 原曲 曲 、作曲者

自身 版 有名

、 6人編成 版

取 充実

音色 響 。 最後 、前述

《 》 並

定番《 割 人形》 組曲

抜粋。 夜 舞台 繰 広

名曲 、聖夜

華麗 締 。
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クリスマス・プレゼント・
コンサート2022
2022.12.24（土）17：00
全席指定 一般¥3,500、
U-25（25歳以下）¥1,000

●出演
池辺晋一郎（企画・おはなし）、NHK水戸児童合
唱団、原田昌江（指揮）、田中直子（ピアノ）、新倉
瞳（チェロ）、三浦友理枝（ピアノ）、小林由佳（メ
ゾ・ソプラノ）、大槻孝志（テノール）、木下志寿子
（ピアノ）、東京六人組（管楽アンサンブル）

●曲目
レオントヴィチ：鐘のキャロル
ポッパー：ハンガリー狂詩曲 作品68
フンパーディンク（リーバーゲン編曲）：
　オペラ《ヘンゼルとグレーテル》より “夜、私が
　眠るとき”
チャイコフスキー（岩岡一志編曲）：
　《くるみ割り人形》組曲 より 抜粋 　ほか

■公演情報

©Aiko Suzuki

©Ayane Shindo

小林由佳

大
槻
孝
志

東
京
六
人
組



■編集後記
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INFORMATION
※以下は10月6日現在の情報です。
　公演等に関する最新情報は当館Webサイトにてご確認ください。

Lucky FM 茨城放送「水戸芸術館 presents みんなのクラシック」
毎週日曜 7:30～8:00
パーソナリティ：石井哲也アナウンサー
出演：音楽部門学芸員（月替わり）

学芸員がおすすめの曲をご紹介して、クラシックの魅力
をお届けする番組です。

▼Lucky FM ウェブサイト　https://lucky-ibaraki.com/
▼radiko（ラジコ）でもお聴きいただけます  https://radiko.jp/

◆0歳からのわくわくオルガン・コンサート
 11.5（土）15:00
 料金［全席指定］ 子ども（0歳～小学生）¥500／一般（中学生以上）¥1,000

◆店村眞積 ヴィオラ・リサイタル
 11.12（土）16:00
 料金［全席指定］ 一般¥5,500／U-25（25歳以下）¥1,800

◆内田光子（ピアノ）＆マーク・パドモア（テノール） 
 11.17（木）19:00
 料金［全席指定］ A席¥12,000／B席¥10,000

◆《300人の第九》出演者によるミニ・コンサート
 12.11（日）13:00
 料金［全席指定］ ¥1,000

◆クリスマス・プレゼント・コンサート2022
 12.24（土）17:00
 料金［全席指定］ 一般¥3,500／U-25（25歳以下）¥1,000

コンサートホールATM

11・12月の主な音楽イベント

シューベルトの
リートの中では
〈酒の歌〉D888が
一番好きだなぁ。

エントランスホール
◆ミシェル・ブヴァール オルガン・リサイタル
 11.13（日）19:00
 料金［全席指定］ A席¥4,000／B席¥3,500／U-25（25歳以下）¥1,500

◆パイプオルガン・プロムナード・コンサート（入場無料／要事前予約）
□11.19（土）13:00～13:30 大谷内映
□11.27（日）11:00～11:30／12:30～13:00 趙三川
□12.17（土）11:30～12:00／13:00～13:30 金子雄太
□12.25（日）13:00～13:45 中田恵子、城えりか（ソプラノ）★クリスマススペシャル

◆プロムナード・コンサートEXTRA（入場無料／要事前予約）
□12.4（日）森田 凪（ピアノ） 12:00～12:45

チケット・インフォメーション

《11.26（土）発売分》
■オルガン・レクチャーコンサートVol.6
 2.23（木・祝）19:00

■小菅優（ピアノ）リサイタルシリーズ 第1回
 2.26（日）15:00

《12.17（土）発売分》
■井上修 ピアノ・リサイタル
 3.5（日）14:00

■ちょっとお昼にクラシック LEO（筝）
 3.14（火）13:30

■パトリツィア・コパチンスカヤ
 ヴァイオリン・リサイタル
 3.21（火・祝）15:00

好評
放送中!

◆ACMファミリーシアター　「スーホの白い馬」
11.19（土）、20（日）、23（水・祝）各日11:00～／15:00～
原作：「スーホの白い馬」 大塚勇三 再話 福音館書店

【脚本・演出】長谷川裕久
料金：［全席指定］おとな¥2,500／
こども（小学生以下）¥1,200
出演：福丸敦子、根本紳平、岡野一平、
青木志穏、川﨑賢一、塩谷 亮、小林祐介、
吉田彰文、倉金 春

ACM劇場

演劇・美術のイチオシ企画 !

◆中﨑透　フィクション・トラベラー
11.5（土）～1.29（日）
［休館日］月曜日（祝日の場合は翌火曜日）
年末年始(2022年12.27(火)～2023年1.3(火))

［開場時間］10:00～18:00
（入場は17:30まで）
［入場料］一般¥900／団体（20名以上）¥700
高校生以下／70歳以上、障害者手帳などをお持ちの方と付き添いの方１名は無料

現代美術ギャラリー

前回公演より（撮影：刑部アツシ）

中﨑透《color or white》2007 撮影：柳場大

10/29（土）チケット発売

予定枚数終了

普段はイタリア・オペラ派ですが、秋、冬にはドイツ・リートを聴きたくなります。《白鳥の
歌》の有名な〈セレナーデ〉を聴くと、寒空の下を長いコートを着て歩くイメージが思い浮
かび、グリューヴァインが飲みたくなります。 （鴻）

先日、F. グルダがシューベルトのリート〈さすらい人〉をピアノに編曲して弾いた録音を聴
いていて、身体が冷え込むような不思議な感覚をおぼえました。吉田秀和館長も紹介され
ていた演奏。リートの世界に浸りたい秋です。（篠）

昔は竹針の蓄音機でカペーの演奏をくい入るように聴いたものだ、と熱っぽく語っていら
した吉田光男副理事長。私もようやくカペーの良さがわかるようになったところでした。
長年にわたる多大なるご功績を偲び、心よりご冥福をお祈りいたします。（て）

ここ数年の11、12月は紅葉もイルミネーションも見に行けていません…。今年こそはどち
らも見に行きたいですが、それよりもスノーボードをやってみたい欲が ! ! 今年の冬はゲレ
ンデマジックにかかりに行きます! ! (笑) (春）

Lucky FM「みんなのクラシック」、10月のテーマは「クラシックを聴きたくなる一冊」で
す。クラシックに興味をお持ちになるきっかけは様々だと思いますが、作家たちが紡ぎ出
す瑞々しい言葉もまた、最高の導き手ではないでしょうか。読書の秋に、ぜひ。（樹）　　
　　
当財団の吉田光男副理事長が9月17日に逝去されました。佐川一信元水戸市長、吉田秀和初
代館長とともに水戸芸術館の礎を築かれました。副理事長は、水戸室内管弦楽団の活動にも
大きな支援と愛情を与えてくださいました。ご冥福を心よりお祈り申し上げます。（中）

『水戸芸術館パイプオルガン活動記録集 
1990～2021 つくる、かなでる、ひろがる』
当館のパイプオルガンにまつわる31年分の活動をま
とめた記録集を刊行しました。当館メンバーズでご希
望の方にはエントランスホール・チケットカウンターで
お1人様につき1冊、お渡ししています。またWebサイ
トでもPDFでご覧いただけます。




